
     平成２３年度 南部中学校はこんな学校をめざします 

１ 教育目標 

 

 

   

         開校の精神 ｢やりぬく心｣ 

校     訓 
  

 
 

 

 

 
『重点項目』   

 

  
  

『 め  ざ  す  南  中  生 』 

自ら進んで   声を出し   知恵を出し   汗を出して          

やりぬく生徒 

 

 

２ 経営方針 

  家庭・地域との連携のもと、本校の教育の伝統を継承するとともに、新学習指導要領の趣旨を踏ま

え、よりいっそうの人間教育の充実をめざします。 

   ア 開校時の精神「やりぬく心」を念頭に、校訓「錬磨・探究・友情」の精神の醸成により、知・

徳・体の調和のとれた人格形成と生涯学習の基礎づくりに努める。 

  イ 確かな日常の積み重ねや基礎・基本の確実な定着、個性の伸長を図り、成就感、存在感のある 

    学校生活を通し、「生きる力」の育成に努める。 

ウ 生徒と共に学び、教育愛と情熱に満ちた教師集団をめざす。 

エ 生徒、教職員、保護者間の風通しをよりよくし、常に共通理解と協力体制を図りながら魅力と 

活力のある学校づくりに努める。 

  オ 家庭・地域との連携を深め、地域とともに歩む教育活動を展開する中で、開かれた学校づくり、 

学校運営の改善に努める。 

 

人間味があり、たくましく生きぬくことのできる生徒の育成 

目標をもち、ねばり強い気力
と体力を身につける。 

自ら進んで学習に取り組み、
最後までやりぬく。 

思いやりの心をもち、声を掛
け合い、協力し合う。 

 
・目標をもち、ねばり強くか
らだを鍛える。 
・汗を流し、強じんな体力と
気力を身につける。 
・自己をみつめ、健康・安全
の保持増進に努める。 

 
・自分から進んで学習に取り
組み、わかるまでやりぬく。 
・働くことをいとわず、自分
の手で工夫して最後まで成
し遂げる。 
・美しい物を求め、心を豊か
に磨く。 

錬 磨（体） 
 

探 究(知) 
  

・生活に節度をもち、明るい
あいさつができる。 
・思いやりの心をもち、みん
なに迷惑をかけない行動を
する。 
・助け合い、励まし合って、
誰とでも仲良く協力し合う。 

友 情（徳） 

 



３ 本年度の重点努力目標 

   ア 学びをみがき、確かな学力の育成に努めます 

      ・一人一人に寄り添ったきめ細かな指導を展開し、基礎学力の定着を図る。 

      ・感動のある体験的な学習や問題解決的な学習を重視した学習活動を展開し、生徒自らが学 

ぶ力、考える力を育成する。 

・教師力を高め、授業力向上を図るとともに、授業改善に取り組み、「わかる･できる」授業 

    づくりをめざす。 

・日々の諸活動を充実させ、「読む」「聞く」「書く」「話す」生徒力を高め、「学ぶ力」の基 

礎を築く。 

 

イ 心をみがき、人間性豊かな生徒の育成に努めます 

     ・「あいさつ・歌声・福祉」を柱にした生徒会活動のよりいっそうの充実を図る。  

・読書指導の充実に努め、本に親しむ態度や読書習慣を身につけさせる。 

・保護者との連携を図りながら、情報モラル教育を推進する。 

      ・常に生徒理解に努め、一人一人のよさや可能性を認め、その伸長を図るとともに、心を動 

    かす道徳教育を推進する。 

 

  ウ 健康や体力をみがき、たくましく生きる生徒の育成に努めます 

     ・特別活動や部活動を通して、共通の目的をもった集団の中で個性を伸ばすとともに、互い 

に協力する態度ややりぬく強さを育てる。 

     ・健康教育や食育を推進し、健康な心と体づくりのための望ましい生活習慣や食習慣を形成 

する。 

    ・いじめ、不登校、問題行動の早期発見、早期対応に努めるとともに相談活動を充実する。 

 

   エ 生き方をみがくキャリア教育の充実に努めます 

・望ましい勤労観や職業観を育成するために、組織的、系統的なキャリア教育を推進する。 

・一人一人の将来を見据えた進路相談活動や職場体験活動などの充実に努める。 

・生徒が自分の将来への夢や希望を抱き、進路について主体的に自己決定ができるよう指導 

の工夫をする。 

 

  オ 地域とともに歩む開かれた学校づくりを推進します 

・交流会や福祉活動等、地域の教育力「ひと もの こと」を活用した教育活動を推進する。 

・授業や部活動等の終日公開とともに、ホームページや通信、学校新聞等を通して、生徒のがん

ばりや学校の取り組みを広く紹介し、家庭や地域の理解と協力を図る。 

・学校と地域が一体となって、生徒の安全確保に努める。 

・教育活動の見直しや評価を適切に行い、常に学校経営の改善を図る。 


